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＜病棟連絡事項＞
・10/13にメンタル棟の冷暖房切替え作業を行う予定です。

・入院形態が変更となった際には、関係部署へ報告をしてください。
＜ベッドコントロール＞
・橋本　とし様～10/11 　南病棟より西病棟Aユニットへ転入予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・佐野　貢様～10/5、入院形態変更（医療保護　→　任意）となっています。
・大久保　すい様～左足背～足底にかけて腫脹、熱感あり。介入には一切拒否し、次第に妄想的となっている為、経過観察とし、週明け、または皮膚科診察をしてもらうように調整していきましょう。
・見付　龍矢様～不穏時リスパダール内用液（2）5回分処方となっています。明日から服薬自己管理開始予定となっています。
・佐々木　章洋様～不安時ロラゼパム（0.5）10回分処方となっています。
・小倉　健太郎様～コロナワクチン2回目を当院で接種する事となりました。10/11に実施予定です。
・澤代　榮子様～補助人として、小西弁護士が選任されたと通知が届いています。
・赤坂　キミ様～方向性についての面談は10/13　16：00か16：30で家族希望ありました。週明け確認し、良ければ家族様に連絡をお願いします。
＜要注目患者様ケース検討＞
・松谷　さと子様～不穏さは無く安定して過ごしており、日課の遅れもありません。
・外崎　昭雄様～確認行為はありますが、失見当識様の言動はなく過ごしています。
・小栗　健太郎様～昨日準夜帯、ホールを行ったり来たりしていたところを、書き物をしていた他患者様に注意され怒鳴られ、初対面の人に怒鳴られたことがショックだと部屋で涙を流す事があり、また不安感や焦燥感を訴え、不穏時のコントミン錠12.5mg内服しています。深夜帯は、3：00頃より入眠。日勤帯は、落ち着かなさや希死念慮訴え外出中止となっています。各食拒食もしています。生活リズムを整え、また、必要に応じ、頓服薬を勧めていきましょう。
・佐々木　章洋様、大久保　貴之様～双方で口論や不満等のトラブルが絶えません。引き続き、トラブルに注意していきましょう。
・安達　貴浩様～同室者の要求に振り回されている様子があり、苛々を訴えてきています。スタッフへ都度教えて欲しい事を伝え、了解しています。トラブルに注意していきましょう。
・類家　つさ様～午前OT中に嘔吐、便失禁見られています。バイタルサイン値は異常なく、嘔吐、便失禁後は症状落ち着いています。昼食は水分のみ摂取しています。主治医に報告し経過観察となっています。
＜深澤Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・山本　久美子様～施設入所方向。病状安定に努めていく。

・向井　敦子様～施設方向。妄想言動聞かれていますので他者トラブルに注意し病状安定に努めていく。

・船田　泰子様～施設選定を行っていく。頓服要求多く聞かれていますので統一した対応をしていく。御家族様へ連絡を取り協力を仰いでいく。

・下川戸　長司様～施設入所の方向。7/21、長生園の施設見学に行っています。ケアマネについて御家族様より施設側へ確認あり。入所に合わせて付けて行く予定である。ADL低下、失見当識あり。ADL低下を防ぎ精神症状の安定に努めていく。

・大久保　すい様～ケアマネより介護申請の提案があり。施設退院に向け家族様への連絡も行っていく。

・松川　順子様～特変無く施設方向。不安感の軽減に努めていく。

・金山　辰巳様～施設方向。9/10（金）介護認定調査予定。入所等の詳細は決まってない為、家族へ施設一覧などを渡し対応をしていく。清潔援助等継続していく。
・松谷　さと子様～退院先について本人は自宅を希望しているが、家族は施設入所を強く希望。本人の意向も確認しつつ、家族・保健師と退院先や利用サービスを検討していく。
・見付　龍矢様～彼女との関係について母様と電話で言い合いとなる事がありました。母様からも病棟スタッフやPSWに色々訴えが聞かれています。本人も落ち着きなく話し掛けの多さ見られています。内容は記録を参照として下さい。訴え傾聴していき、必要時頓服促していきましょう。主治医には経緯は報告してます。
＜病棟事業の話し合いについて＞

今年度の事業方針として、入院・退院支援を充実させていく事が病棟の方針ですが、
その中で、患者様の自己管理能力の向上（セルフケア能力の向上）に対して、病棟ス
タッフがどのように取り組んでいくか、スタッフの意見を出し合っています。

金銭管理、嗜好品の管理、糖尿病の為食事療法している人の管理、飲水量の管理など、
自己管理能力を向上させる為に、どのように関わっていくかそれぞれ話し合い、見直
しをしていく事としています。

・一人では関わらず、先輩に相談しながら受け持ち患者様に介入していく。
・個別性を重視して、統一した対応をしていく。統一した対応とはどんな事？
・自己管理を開始するにあたり、説明と同意を確実に行う。
・治療的に必要な管理か、社会性を考慮しての自己管理なのか等考えは様々で、介入
の方法がそれぞれ異なっていく。
・スタッフの対応を統一させていくにはどうしたら良いか。
・取り組んでみて、うまくいかなければやり方を変えて取り組んでみる事も必要。
・管理や自己管理方法を統一させるには、看護計画の立案と記録への反映が必要。
以上の意見がありました。今後、高橋SGMから自己管理能力の向上・セルフケア能力

の向上について一人ひとりから意見を聞いていく事となっています。
